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都市の現状整理にあたっては、８つの分野（①人口、②土地利用、③市街地整備、④道路、⑤公

共交通、⑥公園、⑦下水道、⑧都市防災、⑨まちづくり）に分け、課題に繋がる内容を示します。 
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〇本市の総人口は、平成７年（1995 年）の約 6.5 万人をピークに、令和２年（2020 年）には約 5.5

万人まで減少しています。 

〇将来人口の推移では、令和 27 年（2045 年）の人口は約 4.0 万人まで減少し、年少人口比率は

8.6%まで減少、老年人口比率は 43.1%まで増加すると予測されています。 

〇社会減をみると、毎年本市への転入者数よりも転出者数が上回っており、転入出の差も少しず

つ拡大傾向にあります。近年は 300～400 人／年の転出超過となっています。 

１.  都市の現状 

 ■将来人口の推移 

 資料：総務省 国勢調査 

 資料：国立社会保障・人口問題研究所 
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 ■人口・世帯の推移 
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 ■転入者・転出者の推移 

 資料：総務省 国勢調査より加工 

〇人口密度が 40人/ha 以上の地域は、鳴門駅周辺、黒崎バイパス沿道、金比羅前駅周辺、教会前

駅周辺、妙見山周辺、鳴門町の中島、瀬戸町の越浦となっています。 

 ■100m メッシュ人口（令和２年）

 資料：鳴門市統計年報 
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②土地利用 

  〇本市の市域面積 13,566ha のうち、北灘町を除く 10,515ha（市域の 77.5％）が都市計画区域に

指定されており、その内の 1,337ha（市域全体の 9.9％、都市計画区域の 12.7％）が市街化区

域となっています。 

○中心部を含む市街化区域では住宅地が広がり、大規模な土地利用として臨海部の工業地、球技

場などの公共空地が見られ市街化区域を畑が取り囲んでいます。 

○市街化調整区域の平野部では、大谷川を境として東側は畑、南側は田が広がり、道路沿いに住

宅地が広がっています。 

 ■用途地域図 

 ■土地利用現況図 

 資料：平成 30年都市計画基礎調査 

 資料：平成 30年都市計画基礎調査 



19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇空き家数は、昭和 63 年（1988 年）から平成 30 年（2018 年）にかけて増加傾向であり、空き

家率は 22.9%と徳島県平均の 19.5%より高くなっています。 

〇空き家は、市内全域に分散しており、土佐泊・堂浦地区が「地震時等に著しく危険な密集市街

地」に相当する「重点密集市街地」に指定されています。 

 ■空き家の分布と重点密集市街地の区域 

 ■空き家数の推移 

 資料：鳴門市 

 資料：総務省 住宅・土地統計調査 
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〇産業大分類別就業人口構成比は、農林業・漁業の第１次産業や製造業の第２次産業などの就業

者数が減少傾向にあり、医療・福祉業については増加傾向となっています。 

 ■公共施設の将来更新等費用の推計 〇公共施設の将来更新等費用の推計では、令和７年、令和 11 年～令和 14 年や令和 32 年～令和

38 年などにおいて、更新等に係る費用が多くなる見込みです。 

 資料：鳴門市公共施設等総合管理計画 

 ■産業大分類別就業人口構成比 

 資料：国勢調査 

 ■公共施設の将来更新等費用の推計 
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③市街地整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④道路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■土地区画整理事業の整備状況 

〇土地区画整理事業は 8箇所あり、全て整備済みです。 

 資料：平成 30年都市計画基礎調査 

 資料：鳴門市 

 ■交通網 

〇高速道路は、神戸淡路鳴門自動車道と高松自動車道が市域を東西に貫き、鳴門北 IC と鳴門 IC

により、市内道路網と接続しています。また、鳴門 JCT で徳島自動車道と分岐し、本市と徳島

市とを結ぶ軸としての役割を担っています。 

〇道路ネットワークは、国道 11 号及び国道 28号により南北の主軸が構成され、このうち国道 11

号により、鳴門市中心部と市域北側の沿岸地域が結ばれています。 

ID 名称 面積（ha）
換地処分

公告年月日
整備率 施行主体

1 小鳴門台土地区画整理事業 1.7 S56.3.27 100.0% 個人施行
2 弁財天・北浜土地区画整理事業 13.5 H6.10.4 100.0% 市施行
3 立岩土地区画整理事業 100.8 H2.6.22 100.0% 市施行
4 明神土地区画整理事業 36.6 S58.9.30 100.0% 組合施行
5 中水尾川土地区画整理事業 52.4 S62.4.21 100.0% 組合施行
6 撫養土地区画整理事業 38.7 S61.2.4 100.0% 市施行
7 東浜土地区画整理事業 21.5 H14.12.27 100.0% 市施行
8 高島・三ツ石（鳴門町）土地区画整理事業 176.4 H9.11.14 100.0% 組合施行

441.6 100.0%合計
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〇都市計画道路は、32 路線が都市計画決定されており、そのうち 19 路線が整備済、残りの 13路

線は未整備区間が残されています。 

〇都市計画道路の整備率は 75.0%となっており、徳島東部都市計画区域の平均 55.4%を上回って

います（平成 30年時点）。 

 ■都市計画道路の整備状況 

 資料：平成 30年都市計画基礎調査 



23 

⑤公共交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥公園 
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 資料：鳴門市統計年報 

〇JR 鳴門駅の年間乗降人員は、約 50 万人程度で推移しており、近年は横ばいとなっています。 

〇市内バス輸送人員は、平成 20 年（2008 年）から平成 24 年（2012 年）において急激な減少傾

向をみせ、平成 25 年以降は概ね横ばいの推移を示しています。 

〇都市計画公園は 35 箇所が都市計画決定されており、そのうち 30 箇所が整備済、残りの 5 箇所

は未整備箇所が残されています。 

〇都市計画公園の整備率は 61.7%となっており、徳島東部都市計画区域の平均 51.3%を上回って

います（平成 30年時点）。 

 ■都市計画公園の整備状況 

 資料：平成 30年都市計画基礎調査 

 ■JR 鳴門駅乗降人員、バス輸送人員の推移 
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⑦下水道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇公共下水道の整備率は、排水区域内で 28.4%となっており、徳島東部都市計画区域の平均 34.0%

を下回っています（H30 時点）。 

〇公共下水道汚水普及率は、9.7%となっており、徳島東部都市計画区域の平均 31.1%を下回って

います（平成 30年時点）。 

 資料：平成 30年都市計画基礎調査を加工 

 ■公共下水道の整備状況 

 資料：平成 30年都市計画基礎調査 

計画（ha） 供用（ha）
公共下水道 鳴門市公共下水道 1,203 342 28.4%

整備率種別 名　称
排水区域
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⑧都市防災 

  

 ■津波浸水想定区域 

 資料：国土交通省 国土数値情報（平成 28年） 

〇南海トラフ巨大地震を想定した津波浸水想定区域は、沿岸部や海岸沿いを中心に平野部全体に

広がっています。特に、市域東側の沿岸部は浸水深 4.0m～5.0m の区域が広がり、鳴門駅周辺

や市域南側にも浸水深 2.0m～4.0m の区域が広がっています。 

〇南海トラフ巨大地震による最大震度は、市街地や平野部で最大震度６強が想定されています。 

 資料：徳島県オープンデータ 

 ■震度分布（南海トラフ地震想定） 
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 ■洪水浸水想定区域（吉野川 想定最大規模） 

 資料：国土交通省 国土数値情報（令和２年） 

〇吉野川や旧吉野川の氾濫を起因とする洪水浸水想定区域は、市域南側の平野部において広がっ

ています。 

 ■土砂災害（特別）警戒区域 

 資料：国土交通省 国土数値情報（令和２年） 

〇土砂災害（特別）警戒区域等は、山の斜面や幹線道路沿い、市街化区域縁辺部などで、市域に

広く分布しています。 
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⑨まちづくり  

〇まちづくりのルールとなる「鳴門市自治基本条例」を平成 23 年（2011 年）3月に制定し、「市

民が主役のまちづくり」を推進しています。 

〇安全・福祉・体育・文化・環境に関する活動を行う地区自治振興会や NPO 法人、NPO 法人以外

のボランティア団体が活動しています。 

 ■地区自治振興会のイメージ 
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 まちづくりに関する市民の意向を把握し、本計画へと反映させるため、市民アンケート・高校生

アンケート・事業所アンケートを実施しました。 

 市民アンケートは、幅広い年齢層の方から土地利用・都市施設・公共交通・防災等における意向

を把握し、高校生アンケートでは、若い世代の意向を把握しました。また、事業所アンケートは、

事業活動の状況や施設（商業施設や工場）のあり方などに関する意向を把握しました。 

 ３つのアンケートの調査概要を以下に示します。また、アンケート調査結果を９つの分野（①都

市構造、②土地利用、③市街地整備、④道路、⑤公共交通、⑥公園・景観、⑦下水道、⑧都市防災、

⑨まちづくり）に分け、課題に繋がる内容を示します。 

 

■市民アンケート 

調査地域 鳴門市全域 

対象者 鳴門市に在住する１８歳以上の市民 

調査方法 郵送による調査 

配布数 ３，０００通 

抽出方法 市民３，０００人を無作為抽出 

調査期間 令和３年８月２０日（金）～令和３年９月２日（木） 

回収数/回収率 ９８７票 / ３２．９％ 

 

■高校生アンケート 

対象者 鳴門高校、鳴門渦潮高校の高校２年生 

調査方法 教員による配布・回収 

配布数 鳴門高校 275 通、鳴門渦潮高校 199 通 

調査期間 
鳴門高校 令和３年 10 月２7 日（水）～令和３年 11 月 8 日（月） 

鳴門渦潮高校 令和３年 10 月 19 日（火）～令和３年 11 月 5 日（火） 

回収数/回収率 411 票 / 86.7％  

 

■事業所アンケート 

調査地域 鳴門市全域 

対象者 鳴門市内の 300 事業所 

調査方法 郵送による調査 

調査期間 令和３年１１月１０日（水）～令和３年１１月２４日（水） 

回収数/回収率 148 票 / 49.3% 

 

２.  アンケート調査結果 
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0 10 20 30 40

日常の買い物

地域の行事や近所づきあい

道路事情や交通

スポーツ・レジャー施設や文化施設

職場

住環境の整備

自然環境

子どもの保育・教育

福祉分野のサービスや施設

保健・医療分野のサービスや施設

上下水道などの生活環境施設の整備

消防、防災、防犯体制

その他

（回答数）

ｎ=97

27.5

23.3

9.5

9.5

8.5

6.3

5.2

4.8

3.0

1.8

0.8

9.0

21.9

15.1

8.5

18.6

8.8

1.8

7.2

2.3

4.2

0.8

11.3

11.7

18.8

14.9

7.1

15.2

5.0

5.3

5.0

4.6

1.1

0% 10% 20% 30%

人にやさしい保健・医療・福祉の充実した健康・福祉のまち

快適で安全・安心な居住環境の整備を優先する快適住環境のまち

地域資源を活用し、観光や交流事業を進める観光・交流のまち

子育て環境や子どもの保育・教育環境が充実した子育て・教育のまち

自然の保護や環境の保全・創造を優先する環境保全のまち

商店街の振興や地場産業の育成、企業誘致による商工業のまち

市民と行政とが協力してまちづくりを行う市民参画・協働のまち

生涯学習活動や文化芸術・スポーツ活動が活発な生涯学習・文化のまち

農林漁業を中心として発展する農林漁業のまち

歴史的遺産を大切にし、まちづくりに生かす歴史のまち

その他

市民(n=1857)

高校生(n=741)

事業所(n=282)

〇本市の定住意向は高いものの、移り住みたい方は市外への転出希望の意向が多く、中でも日常

の買い物の不便さが移り住みたい理由となっています。 

〇鳴門市の将来像は、健康・福祉のまち、快適で安全・安心な住環境のまちなどが望まれていま

す。また、高校生は快適で安全・安心な住環境のまち、環境保全のまちが望まれ、事業者から

は、観光・交流のまち、商工業のまち、子育て・教育のまちが望まれています。 

■定住意向について（市民アンケート結果） 

これからもずっと

住み続けたい

53.4%

当分は住み続けたい

27.0%

できれば移り

住みたい

7.9%

ぜひ移り住みたい

1.9%

どちらともいえない

9.8%

n = 982

移り住みたい方の結果 

○移り住みたい場所 ○定住意向 

○移り住みたい理由 

■鳴門市の将来像について（市民・高校生・事業所アンケート結果） 
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46.9

37.7

35.6

33.4

33.2

24.7

18.2

17.5

14.9

14.9

5.5

3.6

0% 10% 20% 30% 40% 50%

空き家・空き地が増加し、居住環境が悪化する

人口が減少し、まちなかのにぎわいが減少する

高齢化や人口の減少により、地域の行事の維持など、地域を支える活力が低下する

高齢者が急激に増加し、高齢者介護施設の不足や介護サービスの低下が生じる

鉄道や路線バスの利用者が減少し、便数の減少など公共交通サービスが低下する

商業施設の利用者が減少し、閉店や買い物サービスの低下が生じる

後継者や担い手が不足することにより、農地が荒れる

地域経済が低迷し、雇用機会が減少する

小中学校の統廃合により、通学が不便になる

道路等のインフラや公共施設の管理が不十分になる

子育て支援施設の減少や子育て支援サービスの低下が生じる

管理が行き届かないことにより森林が荒れる ｎ=969

17.0

15.8

15.5

12.7

12.2

11.8

7.7

4.6

2.0

0.8

13.2

6.1

21.7

7.1

9.0

13.7

15.3

6.3

5.1

0.5

0% 10% 20% 30%

公共交通機関

公的施設（市役所・消防署・警察署・文化会館など）

大型スーパーなど量販店

商店街

総合病院、福祉施設

飲食店

娯楽施設

教育施設・子育て施設

住宅・マンションなど

その他

市民(n=3175)

高校生(n=1263)

78.6

56.1

70.2

64.3

70.9

71.7

73.4

84.4

63.6

21.4

34.1

24.6

32.5

26.9

23.0

24.5

11.0

36.4

9.8

5.3

3.2

2.2

5.3

2.1

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

１８歳～１９歳

２０代

３０代

４０代

５０代

６０代

７０代

８０代

９０歳以上

積極的に進めるべき どちらでもよい 進めるべきではない

ｎ=14

ｎ=57

ｎ=126

ｎ=134

ｎ=233

ｎ=109

ｎ=41

ｎ=226

ｎ=11

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②土地利用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的に進めるべき

71.7%

どちらでもよい

24.6%

進めるべきではない

3.8%

n = 953

〇コンパクトシティの推進については、積極的に進めるべきと回答した方が多く、年齢層が高く

なるにつれて多くなっています。 

〇中心部に必要な施設として市民は、公共交通機関、公的施設、大型スーパーなど量販店の順に

多く、高校生においては、大型スーパーなど量販店や娯楽施設が望まれています。 

■コンパクトシティの推進について（市民アンケート結果） 

〇人口減少・少子高齢化の進行により、「空き家・空き地の増加による居住環境の悪化」、「ま

ちなかの賑わい減少」、「地域を支える活力の低下」、「介護施設の不足とサービスの低下」、

「公共交通サービスの低下」など多岐にわたって問題視されています。 

■人口減少・少子高齢化の進行による将来的なお住まいの地域の問題について（市民アンケート結果）

■中心部に必要な施設について（市民・高校生アンケート結果）
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53.8

48.3

44.8

29.7

29.0

4.8

4.1

0% 20% 40% 60% 80%

車で利用しやすい幹線道路沿道の商業施設の充実

鳴門駅周辺における商業施設の充実

既存の商店街の再生による商業施設の充実

駅やバス停などの公共交通が利用しやすい地域の商業施設の充実

自宅から徒歩圏内における身近な商業施設の維持充実

現状のままでよい

その他
ｎ=145

82.2

43.2

32.2

25.3

24.7

21.2

20.5

5.5

0% 30% 60% 90%

空き店舗や空き地の増加、店舗等の撤退により魅力が失われている

企業が少ないため、企業誘致が必要である

鳴門市内の同業事業所数の減少及び雇用人数の減少など危機感がある

インフラ（道路、下水道等）の整備が必要である

緑を守りつつ、街なみや景観への配慮が必要である

駅周辺など駐車場が不足している

大雨時の浸水対策が必要である

その他 ｎ=146

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③市街地整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

57.3

46.2

30.1

23.1

18.2

17.5

8.4

5.6

2.8

8.4

0% 20% 40% 60% 80%

市街地周辺の商業地

ＪＲの駅周辺の商業地

郊外の幹線道路沿いの商業地

市役所周辺の中心付近の住宅地

農地が多い田園地域の郊外住宅地

市街地内の周辺住宅地

幹線道路沿いの工業地

郊外の工業地

臨海部の工業地

その他 ｎ=143

〇鳴門市のまちづくりでは、「空き店舗や空き地の増加、店舗等の撤退により魅力が失われてい

る」ことが問題視されています。 

〇商業施設の今後の方向性として、「幹線道路沿道の商業施設の充実」、「鳴門駅周辺における

商業施設の充実」、「既存商店街の再生・充実」が望まれています。 

■鳴門市のまちづくりに関する問題について（事業所アンケート結果）

■商業施設の今後の方向性について（事業所アンケート結果） 

■重点的に整備を進めることが望ましい場所について（事業所アンケート結果） 

〇重点的に整備を進めることが望ましい場所は、「市街地周辺の商業地」や「JR の駅周辺の商業

地」が挙げられています。 

〇宅地開発については、基本的には、新たな開発を求める意向は少なく、自然環境や農地の保全

を推進し、開発は産業振興や防災等の観点から計画的に検討することが望まれています。 
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宅地開発を抑制して農地や

自然環境の保全を図るべき

20.0%

原則として宅地開発を抑制して農地等の保全

を図るべきであるが、幹線道路沿いや高台な

ど、産業振興や防災等の観点から必要な場合

に限り、宅地開発を認めてもよい

56.6%

宅地開発（工業地、商業

地、住宅地等）を抑制す

る必要はない

11.9%

その他

1.2%

わからない

10.2%

n = 948

 

 

 

 

 

 

 

④道路、⑤公共交通、⑥公園・景観、⑦下水道 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■宅地開発の制限に関する考え方について 

（市民アンケート結果） 

■宅地開発と農地や自然環境の保全のあり方

（市民アンケート結果） 

■鳴門市のまちの現状の満足度・重要度について（市民アンケート結果） 

〇鳴門市のまちの現状として、都市基盤では「公共交通機関」、「市街地の整備」、「道路の整

備」、住環境では「下水道の整備」の項目が重要度は高いものの、満足度は低くなっています。

○その他、産業・観光では「雇用環境の整備」や「観光の振興」、防災・安全・安心では、「交

通安全対策の充実」や「防犯対策の充実」の項目が重要度は高いものの、満足度は低くなって

います。 

農村部や山林等では宅地

開発を制限していること

により、農地や自然環境

などが保たれてよい

44.8%

農村部や山地等で宅地開

発を制限していても、農

地や緑が減少してよい結

果がでていない

16.6%

農村部や山地等で宅地開

発を制限していることに

より、住宅等が建設でき

ないことから、人口が減

少して問題が生じている

16.9%

農村部や山林等で宅地開発

の制限を緩和しても、宅地

開発が少ないことから農地

や自然環境などは保たれる

と思う

17.5%

その他

4.2%

n = 949

土地利用に

ついて

市街地の整備について

道路の整備について

公共交通機関について

公園・緑化の促進について

河川の整備について

港湾・海岸の整備について

2.30

2.55

2.80

3.05

3.30

3.25 3.50 3.75 4.00

満足度

平均値2.80

高

い

満

足

度

低

い

低い 重要度 高い

重要度

平均値3.64

消防・救急体制の充実について

防災対策の充実について

交通安全対策の充実について

防犯対策の充実について

消費者行政の充実について

2.75

3.00

3.25

3.50

3.30 3.55 3.80 4.05 4.30

高

い

満

足

度

低

い

低い 重要度 高い

重要度

平均値3.80

満足度

平均値3.10

農業の振興について

漁業の振興について

商業・サービス業

の振興について

工業の振興について

雇用環境の整備について

観光の振興に

ついて

2.25

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.30 3.55 3.80
重要度

満足度

平均値2.84

高

い

満

足

度

低

い

低い 重要度 高い

重要度

平均値3.54

住宅の整備について

上水道の整備について

下水道の整備について

2.50

2.75

3.00

3.25

3.50

3.25 3.50 3.75 4.00
重要度

ｚ

高

い

満

足

度

低

い

低い 重要度 高い

重要度

平均値3.61

満足度

平均値2.96

道路・公共交通・公園等の満足度と重要度 下水道等の満足度と重要度 

産業・観光の満足度と重要度 防災・安全・安心の満足度と重要

度
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72

20

17

16

10

8

6

44

0 20 40 60 80 100

便数が少ない、増やしてほしい

路線の変更、新設

コミュニティバス、乗合デマンド型バス等の充実

バス停まで遠い、増やしてほしい

バス停の維持管理(標識、時刻表が傷んでいる等)

廃止されて困っている、路線バスは必要

利用客が少ない所はバスの小型化

その他

（回答数）

ｎ=193

防災マップなどを確認

し、災害リスクや避難

所を把握している

55.5%

防災マップなどを見たこ

とや聞いたことはある

が、災害リスクや避難所

を把握していない

39.7%

防災マップなどの存在

を知らない、閲覧方法

がわからない

4.3%

その他

0.5%

n = 925

現在の路線バス

の維持

31.5%

乗合デマンド

型交通

13.7%

コミュニティバス

31.4%

タクシー補助

制度

23.4%

n = 923

⑤公共交通 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧都市防災 

 

  

85.1

41.4

27.7

8.1

6.9

3.7

0.5

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90%

地震

津波

水害（大雨・洪水）

火災

土砂災害

風害

その他
ｎ=954

44.0

36.9

25.9

18.7

18.1

17.2

11.3

8.6

6.5

1.3

0% 10% 20% 30% 40% 50%

避難所の整備充実

豪雨時の雨水排水施設の整備

津波発生時に向けた海岸保全施設の整備

河川の改修

住宅の耐震化・不燃化の促進

崖崩れ等の土砂災害防止対策

救助・救援活動等に必要な幹線道路の充実

安全・安心できる場所への住宅地整備

防災公園の整備充実

その他 ｎ=954

■公共交通に一番必要と思うものについて

（市民アンケート結果） 
■路線バスの利用で困っていることについて 

（市民アンケート結果） 

〇公共交通に必要なものとして、路線バスの維持とコミュニティバスが挙げられています。 

〇路線バスの利用で困っていることとして、便数の増加が望まれています。 

■防災マップなどで居住地周辺の災害リスクや 

避難所の把握について（市民アンケート結果） 

■最も心配される災害について（市民アンケート結果） 

〇最も心配されている災害は、地震・津波であり、災害に強いまちづくりに向けた対策として、

「避難所の整備充実」や「豪雨時の雨水排水施設の整備」が望まれています。 

〇防災マップなどでの居住地周辺の災害リスクや避難所について、把握している方は半数程度と

なっています。 

■災害に強いまちづくりに向けた対策について

（市民アンケート結果） 
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既に参画している

9.1%

積極的に参画

したい

11.9%

余裕やメリットがあれば

参画したい

53.8%

余裕やメリット

がないため参画

しない

2.1%

参画する気がない

1.4%

わからない

21.0%

その他

0.7%

n = 143

⑨まちづくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地域との協働によるまちづくりへの取組や参画について、参画意欲のある方が大半を占めてい

ます。 

■地域との協働によるまちづくりへの取組やまちづくりへの参画について 

（事業者アンケート結果） 
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「上位・関連計画」、「都市の現状」、「アンケート調査」を踏まえ、都市計画やまちづくりの

課題を整理します。 

 

１ 都市構造                                             
 
①鳴門の顔となる各地域の特性を活かしたエリア価値の向上が必要 

本市の中心部の文化会館・市本庁舎・商店街、その周辺部では、ボートレース鳴門・道の駅「く

るくる なると」・鳴門教育大学、自然が豊かな地域では、鳴門公園周辺・大谷焼の里・霊山寺・極

楽寺・きたなだ海の駅など、各エリアにおいて特徴的な魅力ある資源を有しています。 

そのため、鳴門の顔となる各地域の施設や資源等の特性を活かした賑わいや魅力の創出に向け、

新たなまちとしてエリア価値の向上を図ることが必要です。 

 

②中心部への都市機能の集積とエリア間ネットワークの形成が必要 

市民アンケートでは、「コンパクトシティを積極的に推進すべき」と考える方が多く、中心部に

は「公共交通機関」、「公的施設」、「大型スーパーなどの量販店」が必要とされています。 

そのため、中心部には、商業・行政などの都市機能を集積させるとともに、中心部と各エリアを

公共交通で結ぶ利便性の高い都市構造の形成が必要です。 

 

２ 土地利用                                              
 

①都市機能や居住の誘導と市街地拡大の抑制が必要 

中心部における人口密度は、鳴門駅周辺や鳴門インターチェンジ周辺などでは一定規模の人口が

集積しているものの、その他の地域においては低密度となっています。 

そのため、都市機能や居住の維持・誘導と市街地拡大の抑制による、持続可能な都市経営に向け

た取組を推進することが必要です。 

 

②都市のスポンジ化対策が必要 

市全域で空き家が分布し、特に中心部で空き家が増加し、都市の空洞化が進行しています。その

ため、地域の魅力向上や活力の衰退を防止し、低密度な市街地とならないようスポンジ化対策が必

要です。 

 

③賑わいを創出する施設の活用と連携が必要 

賑わいを創出する施設として、ボートレース鳴門周辺や道の駅「くるくる なると」等の各拠点施

設づくりを推進していることから、それらの施設の活用を図るとともに、公共交通ネットワークの

形成による連携強化が必要です。 

 

④産業の担い手の確保や活性化が必要 

事業所数や従業者数の減少が進む中、引き続き事業活動を維持し、地域の活力を創出するため、

担い手確保や企業誘致等による受け皿の確保が必要です。 

農林業などの人手不足により、維持管理できていない農地・山地等については、農林業振興施策

と連携を図りながら、自然環境の維持・有効活用が必要です。 

３．  課題の整理 
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⑤防災・減災の視点を踏まえた土地利用の推進が必要 

津波や洪水により中心部の広範囲で浸水するおそれがあることから、居住や都市機能等を安全な

地域への緩やかな誘導や災害リスクの高いエリアでの開発抑制、避難体制の強化などの検討が必要

です。 

 

⑥公共施設の老朽化対策が必要 

老朽化した公共施設の更新等が必要であり、限られた予算の中で各施設の長寿命化を図るととも

に、公共施設等総合管理計画に基づく集約化や廃止等の方向性を踏まえつつ、計画的な整備・更新

等を推進することが必要です。 

 

３ 市街地整備                                            
 
①鳴門駅周辺部における拠点性の向上が必要 

鳴門駅周辺部においては、商業・行政等の都市機能の集積と更なる利便性向上により、拠点性を

高め、鳴門市の中心部へと市民・来訪者が訪れるような魅力ある市街地の形成と活性化が必要です。 

 

②定住基盤の再整備が必要 

高度経済成長期以降に整備された区画整理済市街地及び密集市街地については、街路の劣化や未

利用地の点在などを踏まえた、計画的な基盤整備・更新が必要です。 

 

４ 道路                                                  
 
①都市計画道路の見直しを踏まえた整備が必要 

長期未着手路線や未整備路線の都市計画道路は、必要性や実現性を踏まえた見直しを行っていく

ことが必要です。 

 

②身近な生活道路の整備が必要 

身近な生活道路については、交通処理の円滑化や走行環境の向上を図るとともに、安全性や回遊

性を意識した整備が必要です。 

 

５ 公共交通                                              
 
①高齢化、免許返納者の増加や交通が不便な地域に対応した公共交通の検討が必要 

市民アンケートでは、路線バスの増便などが望まれる中で、高齢者や学生など自動車を利用でき

ない方のニーズへの対応や公共交通が不便な地域の解消など、公共交通の利便性の維持・確保を目

指すことが必要です。 

 

②次世代のモビリティやサービスの展開も視野に入れた公共交通の検討が必要 

次世代モビリティとして自動運転、MaaS、AI バス・タクシーなど、今後 20 年間の公共交通に関

する技術の発展を視野に入れつつ、持続可能な公共交通の検討が必要です。 
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６ 公園                                                   
 
①公園の質の向上や活用が必要 

大規模公園を中心に整備が進んでおり、市民一人当たりの公園面積は高く、身近な公園は確保さ

れていることから、各公園の特性を活かした質の向上や更なる活用、適切な維持管理が必要です。 

 

７ 自然環境                                                
 
 山地や農地等の自然環境の保全や活用が必要 

市民アンケートでは、新たな開発を求める意向は少なく、自然環境や農地の保全を推進し、開発

においては、産業振興や防災等の観点から計画的に検討することが望まれています。そのため、山

地や農地等の保全・活用、また、市民ニーズを踏まえた計画的な開発が必要です。 

 

②グリーンインフラの考え方や手法に関する検討が必要 

社会情勢の変化への対応として、グリーンインフラの考え方や手法を検討し、自然が有する防災・

減災、地域振興、環境保全など多様な機能を活用していくことが必要です。 

 

８ 景観                                                
 
 本市特有の景観の保全や活用が必要 

本市特有の魅力ある景観の保全・活用により、市民の憩い空間の形成や地域への愛着・誇りを高

めるとともに、観光客等の増加に繋げていくことが必要です。 

 

９ 下水道                                                
 
①下水道の計画的な整備が必要 

下水道の整備率や普及率の向上に向け、居住施策の方向性や財政状況を踏まえつつ、計画的な整

備や啓発を図ることが必要です。 

 

10 都市防災                                             
 
①津波等の災害リスクへの対応が必要 

津波や洪水による浸水想定区域は、市街地を中心に平野部の広範囲において想定されており、基

盤整備を進めてきた市街地を維持し、住み続けられるよう、ハード・ソフトによる防災・減災対策

が必要です。 

 

②南海トラフ地震も見据えた事前復興の取組が必要 

大規模災害への対応として、平時から復興に備えた事前の準備や実践に向けた取組が必要です。 
 

1１ まちづくり                                              
 
①まちづくりを担う主体の育成と官民連携によるまちづくりが必要 

市民・ボランティア・NPO 法人等のまちづくりへの参画・育成・連携を促し、多様な主体がまち

づくりに取り組んでいくことが必要です。 




